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⑨内分泌攪乱化学物質問題検討会委員等 
 
 
○平成 16 年度内分泌攪乱化学物質問題検討会委員  

 
有薗幸司   熊本県立大学環境共生学部教授   
井口泰泉   大学共同利用機関法人自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター教授  
井上 達   国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長  
岩本晃明   聖マリアンナ医科大学医学部教授  
大島康行   （財）自然環境研究センター常勤理事 
奥野泰由   住友化学工業（株）生物環境科学研究所 
角田禮子   主婦連合会副会長 
柏木昭彦   広島大学大学院理学研究科附属両生類研究施設助教授 
香山不二雄  自治医科大学地域医療学センター環境医学部門教授 
清水 誠   東京大学名誉教授 
鈴木継美※  東京大学名誉教授 
住吉好雄   （財）神奈川県労働衛生福祉協会 
髙杉 暹   横浜市立大学名誉教授 
高橋道人   昭和大学薬学部客員教授 
武 繁春   神奈川県環境科学センター所長 
田辺信介    愛媛大学沿岸環境科学研究センター教授  
坪田敏男   岐阜大学応用生物科学部教授  
遠山千春   （独）国立環境研究所環境健康研究領域長 
中村正久   早稲田大学教育学部教授 
花岡知之   国立がんセンターがん予防・検診研究センター予防研究部ゲノム予防研究室長 
本城凡夫     九州大学大学院農学研究院教授 
村田幸雄   （財）世界自然保護基金ジャパン シニア・オフィサー  
森 千里   千葉大学大学院医学研究院教授  
森田昌敏    （独）国立環境研究所統括研究官  
安野正之   滋賀県立大学環境科学部教授 
若林明子   淑徳大学国際コミュニケーション学部教授  
和田 勝   東京医科歯科大学教養部教授 

 

 

○「内分泌攪乱化学物質問題に関する国際シンポジウム」プログラム検討会名簿 

 

青山博昭   （財）残留農薬研究所毒性部副部長兼生殖毒性研究室長 

有薗幸司   熊本県立大学環境共生学部教授 

井口泰泉   大学共同利用機関法人自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター教授 

伊藤尚史   旭化成ケミカルズ(株)RC・コンプライアンス室主幹研究員 

井上 達   国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長 

岩本晃明   聖マリアンナ医科大学医学部教授 

奥野泰由   住友化学工業（株）生物環境科学研究所 

菅野 純   国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター毒性部長 

鈴木継美※  東京大学名誉教授 

遠山千春   （独）国立環境研究所環境健康研究領域長 

長濱嘉孝   大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所生殖研究部門教授 

名和田新   九州大学大学院医学研究院教授 
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森 千里   千葉大学大学院医学研究院教授 

森田昌敏   （独）国立環境研究所統括研究官 

安野正之   滋賀県立大学環境科学部教授 

横田弘文   （財）化学物質評価研究機構安全評価技術研究所 

若松佑子   名古屋大学生物機能開発利用研究センター教授 

 
 
○「環境ホルモン戦略計画 SPEED’98」改訂ワーキンググループ名簿 

 

青山博昭   （財）残留農薬研究所毒性部副部長兼生殖毒性研究室長 
有田芳子   全国消費者団体連絡会事務局 
井口泰泉   大学共同利用機関法人自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター教授 
井上 達   国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長 
鈴木継美※  東京大学名誉教授 
長濱嘉孝   大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所生殖研究部門教授 
花岡知之   国立がんセンターがん予防・検診研究センター予防研究部ゲノム予防研究室長 
森田昌敏   （独）国立環境研究所統括研究官 
中園 哲   北九州市環境科学研究所所長 
山口孝明   住友化学工業（株）レスポンシブルケア室 
 
開催状況   第１回 H15.10.28  第５回 H16.6.15  第９回 H16.11.19 
        第２回 H16.3.9     第６回 H16.9.8   第１０回 H16.11.30 
        第３回 H16.4.27    第７回  H16.10.5 
        第４回 H16.6.1     第８回 H16.11.2 

 
 
 

 
敬称略、五十音順 
※：座長 

 


